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研究課題名 
 

タンパク質１分子を包接可能な巨大分子スーツの開発 

研究の概要 

 小分子を対称としたホスト・ゲスト化学が、超分子という新しい領域を開いた。同様にタンパク質

などの巨大な分子を対称とすることで、新たな別の領域を創出できるかも知れない。その第一歩と

してタンパク質１分子を安定にパッケージングするアプローチを取ることで、その特異な空間にお

ける新規な機能が化学創発されると期待できる。本課題では、化学修飾を経ないでタンパク質１

分子をトラップする新技術を開発し、ナノ〜メゾ領域でタンパク質の機能や構造を自在にコントロー

ルする全く新しい方法を開拓することで、世界に先駆けて「タンパク質の１分子包接」に新機軸を

打ち立てる。これにより、包接系が生み出す未知の新しい物性の発見、包接安定化による膜タン

パク質の結晶化、複数の包接系を組み合わせるタンパク質ミクロマシーンの創出が期待できる。 

研究の成果 

 まず、タンパク質を包接できる巨

大な分子スーツ（ホスト分子）を設

計した。概念図中、分岐構造と連

結部位に DNA を、それらを繋ぐユ

ニットに鎖長の揃った PEG(ポリエ

チレングリコール)を導入した分子

を設計した。これにより、DNAや PEGの長さを調節することで、スーツのサイズを厳密にコントロー

ルできる。次に、スーツの部分構造を化学合成した。分岐構造、PEG それぞれを DNA 自動合成

機が利用できる形に変換した。また、スーツの補強ユニットとなるサイクレン誘導体も合成した。 
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タンパク質１分子の包接  
 タンパク質１分子包接の概念図 


